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論 文 内 容 の 要 旨 
 申請者は、参考論文『戦略としての家族－近代日本の国民国家形成と女性』（1996 年刊）において、家族とジェン
ダー、そしてセクシュアリティの歴史社会学的分析を行ない、明治期以降の日本近代の家族について、「前近代的で
非民主主義的な家制度に基づく」といった側面を強調してきた従来の解釈に対して、情緒的な「家庭」イメージの形
成が近代国民国家の形成・確立に連動していたこと、女性は妻・母、「家庭」の主役として自己形成しそのプロセス
に棹さしていったことを論じた。 
 学位申請論文は、それをさらに、１）比較社会学的分析手法の導入、２）ポストモダンフェミニズムのジェンダー
理論の適用、の２点において発展させたものである。 
 以下に章ごとの概容を述べる。 
 序章「ジェンダー・家族・女性のポリティクス」では、自明とされる家族のありようが、性別二元論と異性愛主義
（ヘテロセクシズム）に基づくものであることを論じ、それを指す語として「ジェンダー家族」の概念を提起、その
問題点を論じた。 
第１章「『新しい女』の政治」では、19 世紀後半の欧米から 20 世紀初頭のアジアに、「ニュー・ウーマン」「新しい
女」「新女性」等の呼称のもとに現れた新しい女性像を鍵として、女性性とセクシュアリティについての観念の変容
を分析した。 
第２章「『良妻賢母』思想の表裏」では、「新しい女」と「良妻賢母」という、相反する存在として理解される両者が、
近代的単婚家族、すなわちジェンダー家族の守護者という点で同根であったことを論じた。 
第３章「フェミニズム運動再考」では、比較の観点からフェミニズム運動の歴史を再考し、「第一波」「第二波」とい
う分類を普遍的なものとみなすことに疑義を呈し、そこから現代のフェミニズム運動への示唆を探った。 
第４章「女性と『権力』」では、1935－55 年の女性運動の検討を行い、女性と権力、ナショナリズムとジェンダーの
関係の困難さを論じた。 
第５章「家族国家観とジェンダー秩序」では、教育勅語草案と勅語衍義書の分析によって、家族国家観のイデオロギ
ーが、従来論じられてきたように国体観念の注入や強化に資しただけでなく、男女二元論と公私の分離を基本とする
近代的ジェンダー秩序の創出と教化の一環として機能した側面を見出した。 
第６章「『男女共同参画社会』の女性天皇問題とフェミニズムの悪夢」では、1999 年施行の男女共同参画社会基本法
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の意義と問題点を検討するとともに、女性天皇容認論の孕む両義性について論じた。 
終章「ジェンダー家族を超えて－フェミニズムの課題」では、ジェンダー家族が構造的に孕む問題をさらに掘り下げ、
それに代わる「生の基盤」となる新しい「家族」の可能性を論じた。 
 以上のように、本論文は、とくに参考論文である前著に比べて、扱う時代・やテーマに幅があるが、一貫して、近
代以降現代に続くジェンダー秩序とそれに基づく家族の構造を批判的に検討し、「ジェンダー」「家族」「女性」とい
ういわば三位一体の概念を脱構築することに向けて考察を深めたものである。また、結論として提起した、生きる基
盤のオルタナティブと多様な家族の可能性は、現在生じている社会経済的な変動のなかで今後増加することが見込ま
れる、婚姻家族外に生きる人々の生活基盤の安定のための実践的な社会政策上の提言でもある。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、近代の家族の理念型として「ジェンダー家族」という概念を提示し、それを徹底的に相対化することを
通じて、21 世紀社会における新しい家族の有り様と社会のあり方を構想したものである。研究の進め方としては、我
が国において近代国家が誕生した明治時代以降の女性の運動を歴史社会学の方法によって詳細に検討するともに、ア
メリカ、韓国での現地研究者との共同研究をふまえた上で日本における特質を解明するという形になっており、３部
構成になっている。 
 第Ⅰ部（第１章、第２章）では、日本のフェミニズム運動の嚆矢とされる『青鞜』を創刊した平塚らいてう等の「新
しい女」および戦前期における「良妻賢母」思想の歴史的意義が、当時のイギリス、アメリカ、韓国の運動と比較し
ながら、検討されている。その結果、女性の普通選挙権の実現などの社会経済的地位の向上という具体的成果をみた
イギリス、アメリカに対し、日本、韓国ではそうした具体的な成果を獲得する条件に欠け、それゆえに恋愛や婚姻の
私的な領域でラディカルな主張がなされたこと、しかしその後日本におけるラディカルな女性は「穏健化」していっ
たことが明らかにされている。その理由は、我が国における「新しい女」は、ラディカルでありながらも、性を一夫
一婦内に閉じこめるジェンダー家族を追求したからであり、ジェンダー家族の追求という点では、「良妻賢母」思想
との共通性があったとする。 
 第Ⅱ部（第３章、第４章）では、フェミニズム研究の通説である「第１波フェミニズム」と「第２波フェミニズム」
という区分が日本フェミニズムにもあてはまるのかという問いが検討されている。戦前期の日本の婦人参政権運動は、
欧米ほどの盛り上がりに欠けたが、フェミニズムを牽引する一定の役割を果たしたこと、戦後の G.H.Q. による占領
は日本の女性に福音をもたらすのであるが、戦前のフェミニズムと戦後のそれとの共通のロジックとして、「家庭の
中心者である妻・母としての女性の性役割」の重視があり、これはジェンダー家族の維持・強化に他ならないと論じ
ている。そして、「第１波フェミニズム」と「第２波フェミニズム」という欧米での歴史をそのままに日本の場合を
捉えることの問題点を指摘している。 
 第Ⅲ部（第５章、第６章）では、明治時代以降の近代国家及び戦前期の天皇制がジェンダー家族と親和性をもって
いたことを、「教育勅語」の成立過程の詳細な歴史分析によって検証している。さらに戦後の民主化を経て、1999
年に制定された男女共同参画社会基本法はジェンダー家族を最高の規範としており、戦後の象徴天皇制もジェンダー
家族と親和性を有していることが明らかにされている。 
 本論文の卓抜さは、歴史研究であるとともに、アメリカ、韓国の研究者との共同研究の成果をふまえて国際比較が
なされているところにあり、歴史社会学的研究と国際比較研究とを両立させている点において、他に類を見ない研究
だと言い得る。 
 申請者は、明治以降の日本社会の秩序を、ジェンダーという視点から、歴史史料の的確な解釈をふまえて実証的に
究明しており、論の展開は明瞭であり、文章も卓越している。歴史社会学の研究として、貴重な数多くの知見を提出
している。本論文は博士（人間科学）の学位を授与するに十分に値するものと判定した。 
